
 49

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

-20

0

20

40

60

80

100

120

140

160

（月）

購入数量平成18年(左目盛)

購入数量平成19年(左目盛)

購入数量平成20年(左目盛)

消費者物価指数平成20年(右目盛) 消費者物価指数平成19年(右目盛)

0

消費者物価指数平成18年(右目盛)

（ℓ）

（平成17年=100）

購入数量（ℓ）

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月
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Ⅲ 最近の家計消費の動向（二人以上の世帯） 

１ 原油関連品目の動き 

(1) ガソリン 

ガソリンは，価格が上昇したことなどから，平成20年３月から９月までは，４月を除き前年

同月に比べ購入数量が減少となった。平成20年４月は１日からいわゆるガソリン税（揮発油税

及び地方道路税）の暫定税率の期限切れによる値下げがあったことなどから，購入数量が前年

同月に比べ大きく増加となった。価格は平成20年８月に最も上昇したが，それ以降は低下して

おり，10月以降は前年同月に比べ購入数量が増加となっている（図Ⅲ－１－１）。 

 

図Ⅲ－１－１ ガソリンの月別購入数量の推移（二人以上の世帯）      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガソリンの日別支出金額を前年同時期の同曜日と比較すると，平成20年３月31日は買い控え

がみられた。その後，平成20年４月から７月までは，月初めに価格が再上昇することなどから

月末の駆け込み需要がみられ，特に，５月31日は549.67円に支出が増加した（図Ⅲ－１－２）。 
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図Ⅲ－１－２ ガソリンの日別支出金額の推移（二人以上の世帯） 

－平成19年３月～９月及び20年３月～８月－       
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＜参考＞ ガソリンの地方別年間支出金額 

ガソリンの平成20年の年間支出金額について地方別にみると，北陸が最も多く，次いで東北，

東海などとなっており，近畿が最も少なくなっている。全国平均の支出金額と比べると，北陸

及び東北は共に1.4倍，東海及び中国は共に1.2倍となっている。 

   図 ガソリンの地方別年間支出金額（二人以上の世帯）－平成20年－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 灯油 

灯油は，価格が上昇したことなどから，平成20年３月以降前年同月に比べ購入数量が９か月

連続して減少となった。価格は平成20年８月に最も上昇したが，それ以降は低下しており，前

年同月の価格を下回った12月は，前年同月に比べ購入数量が増加となった（図Ⅲ－１－３）。 

図Ⅲ－１－３ 灯油の月別購入数量の推移（二人以上の世帯）       
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　九州 12,222 15,005 2,783 1,868 1,918 50 4,382 3,446 -936 

　沖縄 7,846 5,162 -2,684 1,709 1,806 97 1,285 1,400 115 

地方
支出金額（円） 支出金額（円） 支出金額（円）

 

 

＜参考＞ 灯油の地方別年間支出金額 

灯油の平成20年の年間支出金額について地方別にみると，北海道が最も多く，次いで東北，

北陸などとなっており，沖縄が最も少なくなっている。全国平均の支出金額と比べると，北海

道は4.2倍，東北は2.9倍，北陸は1.8倍となっている。 

図 灯油の地方別年間支出金額（二人以上の世帯）－平成20年－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

灯油の支出金額について地方別に価格上昇時とそれ以外の時期で比較してみると，平成19年

10月～20年５月期は，前年同期に比べ沖縄以外の地方で支出金額が増加し，特に，支出金額が

多い北海道では18,893円の増加となった。平成20年６月～10月期は，価格は上昇したものの，

購入数量が減ったことなどから，前年同期との差は前期より小さくなり，北海道で1,708円と

なった。前期に比べ価格が低下している平成20年11月～12月期は，前年同期に比べ沖縄以外の

地方で支出金額が減少となっている。 

 

表 灯油の地方別支出金額（二人以上の世帯）－価格上昇時との比較－ 
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２ 注目された食料品の動き 

(1) ぎょうざ 

ぎょうざは，平成20年１月末に中国産冷凍ぎょうざが原因と疑われる健康被害の発生が大き

く報道されたことなどから，20年１～３月期以降は，大幅な実質減少となっている。ぎょうざ

の日別支出金額をみると，平成20年１月末から６月まで，前年の水準を大きく下回って推移す

るとともに，７月以降も前年より低い水準で推移している（図Ⅲ－２－１，図Ⅲ－２－２）。 

(注)  「ぎょうざ」とは，焼きぎょうざ，蒸しぎょうざ，水ぎょうざ，揚げぎょうざのほか，生も含む。 

(注)  ただし，冷凍品は「冷凍調理食品」に含まれている。 

図Ⅲ－２－１ ぎょうざの四半期別支出金額の対前年同期増減率の推移 

（二人以上の世帯）      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図Ⅲ－２－２ ぎょうざの日別支出金額の推移（二人以上の世帯） 
－平成19年１月～８月及び20年１月～８月－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)  支出金額は３日移動平均値である（図Ⅲ－２－４も同じ）。 
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(2) 冷凍調理食品 

冷凍調理食品は，平成20年１月末に中国産冷凍ぎょうざが原因と疑われる健康被害の発生が

大きく報道されたことなどから，20年１～３月期以降は大幅な実質減少となっており，18年４

～６月期以降，11期連続の実質減少となっている。冷凍調理食品の日別支出金額をみると，平

成20年１月末から６月までは前年の水準を下回って推移した。平成20年７月以降は前年との差

が縮小してきている（図Ⅲ－２－３，図Ⅲ－２－４）。 

図Ⅲ－２－３ 冷凍調理食品の四半期別支出金額の対前年同期増減率の推移 

（二人以上の世帯）      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

図Ⅲ－２－４ 冷凍調理食品の日別支出金額の推移（二人以上の世帯） 
－平成19年１月～８月及び20年１月～８月－      
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(3) バナナ 

バナナは，平成20年４～６月期以降は３期連続して大幅な実質増加となっている。バナナの

日別支出金額をみると，平成20年８月以降は前年の水準を大きく上回って推移している。バナ

ナに関するダイエット番組がテレビ放送された平成20年９月19日は15.58円であったが，翌日

には20.30円に増加し，その後も前年に比べ高い水準で推移している（図Ⅲ－２－５，図Ⅲ－

２－６）。 

図Ⅲ－２－５ バナナの四半期別支出金額の対前年同期増減率の推移 

（二人以上の世帯）      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図Ⅲ－２－６ バナナの日別支出金額の推移（二人以上の世帯） 
－平成19年７月～12月及び20年７月～12月－      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 56

6.8

7.0

7.2

7.4

7.6

7.8

8.0

8.2

8.4

8.6

1 3 5 7 9 1 1 3 5 7 9 1 1 3 5 7 9 1 1 3 5 7 9 1 1 3 5 7 9 1 1 3 5 7 9 1

-40

-20

0

20

40

60

80

100

120

140

(平成17年=100)

(kg)

0.0

11 11 11 11 11 (月)11

購入数量
（12か月後方移動平均）

（左目盛）

消費者物価指数
　（右目盛）

平成15年 16年 17年 18年 19年 20年

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

2,200

1 3 5 7 9 1 1 3 5 7 9 1 1 3 5 7 9 1 1 3 5 7 9 1 1 3 5 7 9 1 1 3 5 7 9 1

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

(平成17年=100)

(g)

0

11 11 11 11 11 (月)11

食パンの購入数量
（12か月後方移動平均）

（左目盛）

他のパンの購入数量
（12か月後方移動平均）

（左目盛）

食パンの消費者物価指数
　　　（右目盛）

他のパンの消費者物価指数
　　　（右目盛）

平成15年 16年 17年 18年 19年 20年

 

(4) 米 

米の購入数量は，平成19年８月以降は増加傾向にあったが，20年７月以降は減少傾向となっ

た。平成20年11月以降は再び増加となっている（図Ⅲ－２－７）。 

  図Ⅲ－２－７ 米の月別購入数量の推移（二人以上の世帯）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 食パン及び他のパン 

他のパンの購入数量は，平成19年12月以降減少傾向となっている。また，食パンの購入数量

は，平成19年７月以降は増加傾向にあったが，20年７月以降は減少となっている（図Ⅲ－２－

８）。 

  図Ⅲ－２－８ 食パン及び他のパンの月別購入数量の推移（二人以上の世帯）   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注)  他のパンの消費者物価指数には，消費者物価指数（あんパン及びカレーパンの加重平均）を用いた。 

(注)   
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(6) スパゲッティ 

スパゲッティは，平成20年１～３月期以降は価格が上昇していることなどから，前年同期に

比べ３期連続の実質減少となった。平成20年10～12月期は実質増加となっている（図Ⅲ－２－

９）。 

  図Ⅲ－２－９ スパゲッティの四半期別支出金額の対前年同期増減率の推移 

 （二人以上の世帯）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) カップめん 

カップめんは，平成20年１～３月期以降は価格が上昇していることなどから，前年同期に比

べ４期連続の実質減少となっている（図Ⅲ－２－10）。 

   図Ⅲ－２－10 カップめんの四半期別支出金額の対前年同期増減率の推移 

（二人以上の世帯）  
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(8) チーズ 

チーズは，平成20年４～６月期以降は価格が上昇していることなどから，前年同期に比べ３

期連続の実質減少となっている（図Ⅲ－２－11）。 

  図Ⅲ－２－11 チーズの四半期別支出金額の対前年同期増減率の推移 

（二人以上の世帯）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) マヨネーズ・ドレッシング 

マヨネーズ・ドレッシングは，平成19年７～９月期以降は価格が上昇していることなどから，

前年同期に比べ６期連続の実質減少となっている（図Ⅲ－２－12）。 

   図Ⅲ－２－12 マヨネーズ・ドレッシングの四半期別支出金額の対前年同期増減率の推移 

（二人以上の世帯）  
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

名 目 増 減 率 （％） 14.8 -25.3 -28.4 -17.4 -23.9 16.8 65.8 1.1 2.3 -2.3 -37.6 4.1

実 質 増 減 率 （％） 49.9 -7.3 -7.9 2.9 -3.8 56.6 117.9 30.8 40.1 35.5 -9.8 54.2

消費者物価指数変化率 （％） -23.4 -19.4 -22.3 -19.7 -20.9 -25.4 -23.9 -22.7 -27.0 -27.9 -30.8 -32.5

(注)  パーソナルコンピュータの増減率の実質化には，消費者物価指数（パソコン（デスクトップ型），パソコン
(注)  （ノート型）及びパソコン用プリンタの加重平均）を用いた。

３ 耐久財の主な品目の動き 

(1) テレビ 

テレビは，平成20年は薄型テレビの価格が低下したことや北京オリンピックが開催されたこ

となどから，前年同期に比べ購入数量が増加となった。一方，支出金額をみると，平成20年１

～３月期から７～９月期までは，前年同期に比べ名目増加となったが，10～12月期は名目減少

となった（図Ⅲ－３－１）。 

     図Ⅲ－３－１ テレビの四半期別支出金額の対前年同期名目増減率及び購入数量増減率 

の推移（二人以上の世帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) パーソナルコンピュータ 

パーソナルコンピュータは，平成20年は低価格帯機種が発売されたこともあり，前年の反

動で減少した７～９月期を除き，前年同期に比べ支出金額は実質増加となったものの，名目で

みると大きな変化はなかった（図Ⅲ－３－２）。 

    図Ⅲ－３－２ パーソナルコンピュータの四半期別支出金額の対前年同期増減率 

の推移（二人以上の世帯） 
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名 目 増 減 率 （％） 19.9 -15.1 -31.1 -2.7 -32.7 1.0 18.6 3.7 6.3 52.8 0.6 13.7
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(3) ビデオデッキ 

ビデオデッキは，平成20年２月に，次世代ＤＶＤの主流となる規格がブルーレイディスクに

事実上決定したこともあり，前年同期に比べ，19年４～６月期以降は７期連続して名目増加と

なっている。特に，北京オリンピックの開催を控えた平成20年４～６月期は，名目52.8％の増

加となった（図Ⅲ－３－３）。 

 

 

    図Ⅲ－３－３ ビデオデッキの四半期別支出金額の対前年同期名目増減率 

及び購入数量増減率の推移（二人以上の世帯）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)  「ビデオデッキ」とは，テレビに接続して映像の録画・再生に使用するもので，ビデオテープレコーダーの 

(注)  ほか，ＤＶＤレコーダー，ＤＶＤプレーヤー，ＨＤＤレコーダーなども含む。 
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図　家計収支の状況（総世帯のうち勤労者世帯）－平成20年－

＜参考＞　平成20年の家計収支の状況

１世帯当たり１か月平均の消費支出は29万1千円
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